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本報告書は最終報告書ではないが、ごみ処理問題に対する基本的な考
え方を基に、自然的条件からの適地分析、ごみ処理施設の適地を選択す
るための分析、そして地域住民との合意を得るうえで必要なプログラム
（道筋）の３部門から構成されています。
なお、本報告書は宇都宮大学研究者と塩谷広域圏１市４町及び組合の
担当課長による共同研究の成果です。塩谷広域圏１市４町及び組合の担
当課長は適地選択に必要なデータの分析・収集・提供を、宇都宮大学研
究者は適地選択のデータの分析と報告書の作成を担当しました。
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